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平成 26 年度第 6 回理事会議事次第 
 

 

1．開   会 

 

 

議事内容 

 

2．報 告 事 項 

1. 委員会・セクション活動報告 

 1 教育検討委員会 

 2 総務委員会活動報告 

 3 ジャーナル企画経営委員会報告 

 4 男女共同参画委員会活動報告 

 5 褒賞関連活動報告 

 6 大気水圏科学セクション活動報告 

2. 寄付金受領関連報告 

3. 日本学術会議 23 期新体制報告 

4. 第 11 回学協会長会議報告 

5. その他  

 

3．審 議 事 項 

 第 1 号議案 会員（正会員）および賛助会員入会承認の件 

 第 2 号議案 委員追加承認の件 

 第 3 号議案 ユニオンサイエンスボードメンバー追加の件 

 第 4 号議案 顕彰委員会設置の件 

 第 5 号議案 地球惑星科学振興西田賞審査委員会設置規則変更の件 

 第 6 号議案 地球惑星科学振興西田賞審査委員承認の件 

 第 7 号議案 広報普及委員会正副委員長変更の件 

 第 8 号議案 来年度の予算編成について 

 第 9 号議案 今後の連合大会の方針の件 

 第 10 号議案 その他 

 

4．閉   会  



（資  料） 
 報告事項 
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 1 教育検討委員会活動報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

   NPO 法人地学オリンピック日本委員会より・・・・・・・・・・・ P.1 

   教育課程小委員会 高校理科「地学基礎」に関するアンケート調査・・ P.2-4 

   シンポジウム「これからの理数系教育を考える」・・・・・・・・ P.5 

 2 総務委員会活動報告 連合英語対応表・・・・・・・・・・・・・・ P.6-7 

 3 ジャーナル企画経営委員会報告・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.8-9 

 4 男女共同参画委員会活動報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.10-11 

 5 褒賞関連活動報告  

   フェロー募集について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.12-13 

   地球惑星科学振興西田賞について・・・・・・・・・・・・・・・ P.14-15 

   とうきゅう環境財団 社会貢献学術賞受賞決定について・・・・・ P.16-20 

   日立環境財団 環境賞募集要項 P.21-22 

 6 大気水圏科学セクション活動報告 

衛星地球観測計画に関する対応・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

別添 

2. 寄付金受領関連報告  

   寄附申込書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.23 

   寄附受諾書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.24 

3. 日本学術会議 P.25-27 

   新体制報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  記録 地球に生きる素養を身につける「地球を好きになる教育の勧め」・ 

P.25-27 

P.28-45 

4. 第 11 回学協会長会議報告 P.46 

 審議事項 

1. 会員（正会員）入会承認の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 平成 26 年 8 月～9月 入会者一覧 P.47-48 

 賛助会員入会申込書 P.49 

2. 委員追加承認の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.50 

3. ユニオンサイエンスボードメンバー追加の件・・・・・・・・・・・・ P.51 

4. 顕彰委員会設置の件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.52-53 

5. 地球惑星科学振興西田賞審査委員会設置規則変更の件・・・・・・・・ P.54 

6. 地球惑星科学振興西田賞審査委員承認の件・・・・・・・・・・・・・ P.55 

7. 広報普及委員会正副委員長変更の件・・・・・・・・・・・・・・・・ P.56 

8. 来年度の予算編成について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.57-58 

9. 今後の連合大会の方針の件  

   2015 年大会準備報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.59 

   Goldschmidt2016 年大会概要・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.65 

 その他の資料 

 平成 26 年度第 5回理事会議事録・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

規則・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

P.66-69 

別添 

 



(2014/10/24理事会資料) 

NPO法人地学オリンピック日本委員会より 

                      

1)第８回国際地学オリンピック報告 

第８回国際地学オリンピック・スペイン大会が、9月 22日から 28日まで、スペイン北部サンタンデールで開催さ

れました。21ヶ国・地域（オーストリア、ベラルーシ、ブラジル、フランス、ドイツ、インド、インドネシア、イス

ラエル、イタリア、日本、クウェート、ナイジェリア、ノルウェー、ルーマニア、ロシア、韓国、スペイン、台湾、

タイ、ウクライナ、アメリカ）から 82人の高校生が参加しました。日本チームは３月の日本代表最終選抜で選ばれた

4名（全員高３）と三重県（2年後の国際大会開催地）からのゲスト生徒 1名（高２）、メンター2名、オブザーバー6

名の体制で望みました。試験内容は例年と異なり、地質や気象などの分野別出題ではなく、「ダーウィンの航海」「オ

ルドバイ渓谷」などのテーマに沿った各分野を織り交ぜた４種の筆記試験と地質を主とした１種の実技試験でした。 

日本チームの成績は金メダル３個、銅メダル１個の過去最高の成績となりました。メダル数から推定した順位は 1

位の台湾（金３、銀１）に続く日本は 2 位で、3 位にはタイ（金２、銀２）が入り、例年上位の韓国は 4 位（金１、

銀３）でした。今回、試験問題の傾向が大きく変わりましたが、日本チームは基礎力があったために、このような好

成績になったのではないかと推測されます。なお、成績総合 1位は台湾の生徒でした。 

帰国した 30 日に藤井文部科学副大臣を表敬訪問し、メダルを受賞した全員が大臣表彰されました。副大臣との懇談

では大会の印象や今後学ぶ学問の方向などが話題となり、また副大臣の進路選択の体験談が披露されました。 

 来年はロシア大会が予定されていますが、政治的な影響で同国での開催はほぼ中止です。どこの国が肩代わりする

かは決まっておりません。 

 

２）第 10 回国際地学オリンピック日本大会（三重）について 

 現在、宿泊場所やスケジュールもほぼ決まり、最大の懸念は寄付金（協賛金）集めです。 

現在まだ企業 2件で 60 万円、学会 1件 10 万円、個人 3件で 33 万円の合計 103 万円しか集まっておりません。文部科

学省は来年４月までに集めた寄付金（入金予定がわかれば 2015 年度や 2016 年度でも可）と同額の支援しかしていた

だけません。現在 30 カ国 120 名の高校生の参加を見込んで、総経費 5400 万円のうち寄附金の目標額は 2400 万円を予

定しております。連合からの協賛金の予算立てを来年 4 月までに是非お願いいたします。また、協賛していただけそ

うな企業をご存じの場合は是非ご紹介ください。なお、税制の優遇措置もありますので、各理事個人のご協賛でも結

構です。よろしくお願いいたします。 

 

                            

                            平成 26 年 10 月 14 日 

NPO 法人地学オリンピック日本委員会 

                               事務局長 瀧上豊 
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地球惑星科学連合 教育検討委員会 教育課程小委員会 
高校理科「地学基礎」に関するアンケート調査      （案） 
 
回答上の注意 選択肢についてはチェックボックス（複数選択可）またはラジオボタン（１つのみ選択）に
チェックを入れてください。空欄は記入してください。 
 
設問０．回答者ご自身について、該当するものにチェックを入れてください。 

(1)年齢 ：６０歳代 ・ ５０歳代 ・ ４０歳代 ・ ３０歳代 ・ ２０歳代 
(2)大学・大学院における専攻分野（１）： 物理 ・ 化学 ・ 生物 ・ 地学 ・ その他 ） 
(3)最も得意とする分野（１）： 物理 ・ 化学 ・ 生物 ・ 地学 
(4)ある程度教えることが可能な分野（複）： 物理 ・ 化学 ・ 生物 ・ 地学 
(5)勤務校の状況①（高等学校の先生のみ回答してください。ただしここでの「進学」とは、大学進学を
指すものとします）: 
 ほとんど全員進学 ・ 概ね進学 ・ 約半数が進学 ・ 少し進学 ・ほとんど進学なし 

(6)勤務校の状況②（高等学校の先生のみ回答してください）: 共学校 ・ 男子校 ・ 女子高 
(7)勤務校の状況③（高等学校の先生のみ回答してください）:  

国立高校 ・ 公立高校 ・ 私立高校 ・ 公立中高一貫校 ・ 私立中高一貫校 
 
設問１．「地学基礎」の授業担当経験について、Ａ、Ｂのうちあてはまるものを選んでください。 
Ａ 地学基礎を担当したことがある・現在担当している （設問２～１１をお答えください） 
Ｂ 地学基礎を担当したことはない （設問２～５および１２～をお答えください） 

 
以後、地学基礎を担当したことがある・現在担当している方を「Ａ」、地学基礎を担当したことはない

方を「Ｂ」とします。 
 
 
設問２．「地学基礎」（標準単位数２単位(週２コマ)）の教科書で扱う項目の数（量）について、最もあ
てはまると思うものを１つ選んでください。 

ア 多すぎる 
イ 少し多い 
ウ 丁度良い 
エ 少し少ない 
オ 少なすぎる 
カ わからない 

 
設問２ａ．設問２で「ア・イ」を回答された方にお訊ねします。Ａの方は実際にとった対応としてあては
まるものを、Ｂの方は望ましい対応と思うものを全て選んでください。 

ア とりあえず全ての項目を駆け足で進む 
イ やらない項目や箇所をつくる（全ての項目はやらない） 
ウ 問題演習する時間を削る 
エ 実験・実習する時間を削る 
オ 生徒の予習・自習の負担を増して対応する 
カ （次年度演習科目等がある所は）次年度に持ち越す 

 
設問２ｂ．設問２で「エ・オ」を回答された方にお訊ねします。Ａの方は実際にとった対応としてあては
まるものを、Ｂの方は望ましい対応と思うものを全て選んでください。 

ア 内容は変わらず、ゆっくりと時間をかけて進む 
イ 内容を掘り下げて、深く学ぶ 
ウ （指導要領外の）新たな項目を追加する 
エ 問題演習する時間をとる 
オ 実験・実習する時間をとる 

 
 
設問３．「地学基礎」（標準単位数２単位(週２コマ)）の教科書で扱う内容の質について、最もあてはま
ると思うものを１つ選んでください。 
ただし、ここで言うサイエンスとは、論理的思考を必要とするしくみや検証を含んだ内容を指します。 

ア 知識の羅列でしかなく、全くサイエンスでない 
イ 多少サイエンスな部分もあるが、知識の羅列という面が強い 
ウ 知識とサイエンスのバランスが丁度良い 
エ サイエンスな部分がやや多く、少し難しい 
オ サイエンスな部分が多すぎて、かなり難しい 
カ わからない 

 
 
設問３ａ．設問３で「ア・イ」を回答された方にお訊ねします。Ａの方は実際にとった対応としてあては
まるものを、Ｂの方は望ましい対応と思うものを全て選んでください。 

ア 全ての項目について教科書の内容を逸脱してサイエンスを追求する 
イ 一部の項目については教科書の内容を逸脱してサイエンスを追求する 
ウ 教科書の内容に従う 
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設問３ｂ．設問３で「エ・オ」を回答された方にお訊ねします。Ａの方は実際にとった対応としてあては
まるものを、Ｂの方は望ましい対応と思うものを全て選んでください。 

ア 全ての項目について教科書の内容まで踏み込まず、知識だけにとどめる 
イ 一部の項目については教科書の内容まで踏み込まず、知識だけにとどめる 
ウ 教科書の内容に従う 

 
 
設問４ａ．「地学基礎」と他の基礎を付した理科の科目と比べて、「地学基礎」を履修させることは高校
生にとってどのようなメリットがあると思われますか。あてはまると思うものを全て選んでください。 

ア 環境問題とその対策について、理解のある市民を形成する 
イ 日本の海洋資源や領土問題について、理解のある市民を形成する 
ウ 地震・火山災害とその防災対策について、理解のある市民を形成する 
エ 気象災害とその防災対策について、理解のある市民を形成する 
オ 本人が自然災害と遭遇したとき、生き延びる確立が高くなる 
カ センター試験において有利である（高得点が取りやすい） 
キ 大学一般入試において有利である（合格しやすい） 
ク 将来の職につながりやすい 

 
 
設問４ｂ．「地学基礎」と他の基礎を付した科目と比べて、「地学基礎」を履修させることは高校生にと
ってどのようなデメリットがあると思われますか。あてはまると思うものを全て選んでください。 

ア 環境問題とその対策について、問題ある市民を形成する 
イ 日本の海洋資源や領土問題について、問題ある市民を形成する 
ウ 地震・火山災害とその防災対策について、問題ある市民を形成する 
エ 気象災害とその防災対策について、問題ある市民を形成する 
オ 本人が自然災害と遭遇したとき、生き延びる確立が低くなる 
カ センター試験において不利である（高得点が取りにくい） 
キ 大学一般入試において不利である（合格しにくい） 
ク 将来の職につながらない 

 
 
設問４ｃ．「地学基礎」と他の基礎を付した理科の科目と比べて、「地学基礎」を履修させることは総じ
てどのように思われますか。あてはまると思うものを１つ選んでください。 

ア とてもメリットが大きい 
イ ややメリットの方が大きい 
ウ 何ともいえない 
エ ややデメリットの方が大きい 
オ とてもデメリットが大きい 
 

設問５．「地学基礎」に限らず、高校理科のいずれかの科目において自然災害や自然災害の防災について
扱うことについて、どのようにお考えですか。次の選択肢のうち先生のお考えに近いものを 1つ選んでく
ださい。 

ア 自然災害と自然災害の防災について扱う必修科目が高校の理科で必要 
イ 自然災害と自然災害の防災について扱う選択科目が高校の理科で必要 
ウ 自然災害について扱う必修科目が高校の理科で必要（自然災害の防災は不要） 
エ 自然災害について扱う選択科目が高校の理科で必要（自然災害の防災は不要） 
オ 自然災害の防災について扱う必修科目が高校の理科で必要（自然災害は不要） 
カ 自然災害の防災について扱う選択科目が高校の理科で必要（自然災害は不要） 
キ 自然災害や自然災害の防災について扱う科目は高校の理科では不要 
ク その他（ ） 

 
設問６～１１は設問１で「Ａ」を回答された先生にお訊ねします。 
 
 
設問６ 現行学習指導要領の高校「地学基礎」には、宇宙、地球の概要・活動、地層や古生物、気象・海
洋、地球環境の学習項目が含まれています。先生がこの科目の指導を担当することになった場合、もっと
も困難が予想されるのは次のうちどれですか。あてはまるものを 1つ選んでください。 

ア 特に困難は予想されない 
イ 教材研究の際に教科書の内容を理解すること 
ウ 教材研究の際に標本・視聴覚資料などを準備すること 
エ 教材研究の際に実験・観察・実習のテーマを選定すること 
オ 教材研究の際にプリント資料や各種ワークシート原稿を作成すること 
カ 問題集など生徒用副教材を選定すること 
キ 授業を展開すること 
ク 生徒からの質問（授業中・授業外）に答えること 
ケ テスト問題を作成したり採点したりすること 
コ その他（                ） 
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設問７「地学基礎」の学習項目のうち、指導上困難が予想されるのはどの項目ですか。あてはまるものを
すべて選んでください。 

ア 特にない（設問９へ） 
イ 宇宙 
ウ 地球の概要・活動 
エ 地層や古生物 
オ 気象・海洋 
カ 地球環境 
キ 探究活動 

 
 
 
設問８．設問６・７で回答した予想される困難な場面を解決するために、支援を希望するのは次のうちど
れですか。あてはまるものを３つ選んでください。 

ア 一般向けの書籍・雑誌の紹介 
イ 地学基礎参考書・問題集・図表の出版 
ウ 大学教科書・専門書の紹介 
エ 博物館等社会教育施設の展示 
オ 視聴覚教材（ビデオテープ・ＤＶＤ） 
カ テレビ番組（含む録画） 
キ 教育学会・研究会などにおける情報・教材提供 
ク インターネットの Web サイト 
ケ 同僚・他校教員からの教材提供 
コ 同僚・他校教員からの情報提供あるいは助言 
サ 教員研修（教育センターや各種団体主催） 
シ 教員免許状更新講習 
ス 勤務校・自宅以外での自主研修の機会の充実 
セ その他（           ） 

 
設問９．先生が地学基礎の授業を担当されるにあたり最も困難を感じたのは次のうちどれですか。あては
まるものを 1つ選んでください。 

ア 特に困難は感じなかった 
イ 教材研究の際に教科書の内容を理解すること 
ウ 教材研究の際に標本・視聴覚資料などを準備すること 
エ 教材研究の際に実験・観察・実習のテーマを選定すること 
オ 教材研究の際にプリント資料や各種ワークシート原稿を作成すること 
カ 問題集など生徒用副教材を選定すること 
キ 授業を展開すること 
ク 生徒からの質問（授業中・授業外）に答えること 
ケ テスト問題を作成したり採点したりすること 
コ その他（         ） 

 
設問１０.設問３で回答した困難な場面を解決するために、もっとも有効であったのは次のうちどれですか。
あてはまるものを１つ選んでください。 
 

ア 地学に関する一般向けの書籍・雑誌 
イ 地学の高校教科書・参考書・問題集・図表 
ウ 地学に関する大学教科書・専門書 
エ 博物館等社会教育施設の展示 
オ 地学に関する視聴覚教材（ビデオテープ・ＤＶＤ） 
カ 地学に関するテレビ番組（含む録画） 
キ 教育学会・研究会などにおける情報・教材提供 
ク インターネットの Web サイト 
ケ 同僚・他校教員からの教材提供 
コ 同僚・他校教員からの情報提供あるいは助言 
サ 教員研修（教育センターや各種団体主催） 
シ 教員免許状更新講習 
ス 勤務校・自宅以外での自主研修 
セ その他（       ） 
ソ 有効なものはなかった 
 

設問１１．「地学基礎」では新しい学習項目である「地球の環境」において、「地球環境の科学」や「日
本の自然環境」を取り扱っています。このような学習項目を高校生が履修することの必要性について、先
生のお考えをお書きください。 
   （                             ） 
 
設問１２～設問＊＊は設問１で「イ」を回答された先生にお訊ねします。 
 
（（＊現在作成中）） 
 
アンケートの回答へご協力くださり、誠にありがとうございました。 
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シンポジウム「これからの理数系教育を考える」  

皆様、 
  私たち理数系学会教育問題連絡会有志の学会では、この度、次の学習指導要領改訂をにらんで、私たちのこ
れまでの活動を知っていただき、また理数系教育のあるべき姿についてともに考える機会を持つため、以下のシ
ンポジウムを企画致しました。このテーマに興味・関心をお持ちの多くの方のご来場をお待ちしています。 

シンポジウム「これからの理数系教育を考える」実行委員長 
畠山正恒 （聖光学院、日本地球惑星科学連合） 

 
★共同主催:(理数系学会教育問題連絡会参加学会有志、50音順) 

 一般社団法人 情報処理学会 
 一般社団法人 日本応用数理学会 
 公益社団法人 日本化学会 
 日本植物学会 
 日本生物教育学会 
 公益社団法人 日本地球惑星科学連合 
 日本統計学会 

主催: 理数系学会教育問題連絡会シンポジウム実行委員会 
 
★開催日時: 2014年 10月 26日(日) 13:20～16:40 
★場所: 学術総合センター 一橋講堂（東京都千代田区）   最寄り駅：地下鉄 神保町駅、竹橋駅 
★参加費: 500円(資料代) 
 
★開催趣旨 
わが国の小学校・中学校・高等学校の学習内容を定める学習指導要領は、おおむね 10年毎に改訂されて来てい
ます。しかし近年の急速な学習環境や社会情勢の変化に伴い、次回改訂は予定時期を繰り上げて実施される趨
勢です。さらに、次回改訂においては小学校からの英語学習が本格開始されるなど、大きな変化が見込まれま
す。 

わが国は科学技術立国であり、技術力の維持とその土台となる国民の理数能力の維持は常に求められていま
す。しかし、最近の学力調査においては学力面ではトップを回復したものの、生徒たちの理数科の学習に対する
意欲は低く、従前からの児童・生徒の「理数科離れ」や「学問離れ」が問題となっている状況は変わりません。この
ことは学ぶことの意味や学んだことの活用が分からないことに起因しており、これに対する有効な方策は打ち出せ
ていないのが現状です。「学ぶ喜びを感じられる理数系教育」がいままさに求められています。また、世界の変化
を予想し柔軟に対応できる人材を意識的に育てることも、科学技術立国を維持する大切な要件です。さらに、科学
技術の急速な進歩に対して、正しい知識を基に自ら考え判断できる力を一人一人の国民が身に付けることも今ま
で以上に求められています。 
 
私たち理数系学会教育問題連絡会は、理数系の学会間で教育に関する問題の情報を交換し、各学会の有効な
教育活動につなげるとともに、必要な場合には提言を公開してきました。今回私たちは、上記の情勢に対し、これ
からの時代を生きる小学校・中学校・高等学校の全ての児童・生徒のために情報教育も含めた理数系教育をどの
ように体系化し、どのように身につけさせるかについて考えるため、表記シンポジウムを企画しました。これらの問
題に関心を持つ関係各位に参加頂き、これからのわが国の理数系教育の再構築に向けて、共通認識の醸成がで
きれば幸いです。 
 
★プログラム 

全体司会 : 都築 功 （東京都教職員研修センター、日本生物教育学会） 
 
13:20 開会の挨拶 
小池 裕幸（中央大学、（公社）日本植物学会 ） 
 
13:30 第 1部 各学会からの報告 
 畠山 正恒 （聖光学院、日本地球惑星科学連合） 
 
14:00 第 2部 パネルディスカッション 
      これからの理数系教育 --- 豊かになるためのわが国の共通教育としての理数教育 
   渡辺 美智子 （慶応義塾大学大学院、日本統計学会） 
   大野 智久   （東京都立新宿山吹高校、日本生物教育学会） 
   萩谷 昌己   （東京大学大学院、（一般社団法人）情報処理学会） 
   清原 洋一   （文部科学省初等中等教育局主任視学官） 
   大久保 昇   （内田洋行代表取締役社長・社団法人 日本理科教育振興協会会長） 
   山藤 康夫   （日鉄住金総研株式会社コンサルティング事業部特別研究主幹） 
   司会: 辰己丈夫   （放送大学、（一般社団法人）情報処理学会） 
 
16:30 閉会の挨拶 
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ジャーナル「Progress in Earth and Planetary Science」関係報告 

１、8/28：新投稿・査読システム（EditorialManeger）へ移行 

 

２、8/28：SPEPS（SPecial call for Excellent Papers on hot topicS）受付開始 

    ・Land-Ocean Linkages under the Influence of the Asian Monsoon（多田先

生：10/22現在2件投稿） 

    ・Multidisciplinary Researches on Deep Interiors of the Earth and Planets

（SEDI JAMSTEC 田中様:まだ投稿なし） 

    他1件希望あり 

 

３、8/E H２５年度繰越分予算執行完了 

 

４、9/19編集長会議  

  以降 

  投稿論文全てににCrossCheck/iThenticateを実施し、剽窃対策を導入 

  （実際、CrossCheckの結果が怪しく、確認の上Rejectになったバングラデッシュか

らの投稿論文がすでに1件あり） 

 

５、10/22現在の投稿・出版状況 

  ・出版論文数21（editorial3,Correction1,Reserach 13,Review4) 

  ・投稿/査読中21（内1件間もなく出版、1件英文校閲中、EM移行後12件投稿） 

  ・reject/withdrawn済 14件 

 

６、Highly Accessed（21出版中3論文にHighly Accessedフラグ） 

  Although only six months old PEPS has already published more than twenty 

articles and three of these are already flagged as Highly Accessed by SpringerOpen.  

  Although SpringerOpen publishes many thousands of papers each month one of 

our articles is now in their top 100 most viewed list.  

 

７、論文引用 

  Google Scholarで検索した結果、下記4件の引用確認 

  Itoh論文の自己引用1 

  井龍先生のＥｄｉｔｏｒｉａｌCorrection１ 

  Wada論文 1 

  Nakamura & Takai論文  １ 

 

８、2015連合大会ジャーナル特別セッション募集 

  10/22現在 2件提案、2件書式問合せあり 

    (ちなみに、昨年以降の特別シンポジウム、2014ＪｐＧＵ特別セッションで計１４

プログラム、35名招聘し、9名投稿（内1名 Ｒｅｊｅｃｔ）、1名間もなく投稿） 

９、トムソンロイター Ｗｅｂ of Scienceへの登録申請準備中 

→皆様からも海外の著名研究者に依頼していただければと存じます．文章は準備してあ

ります． 

１０、国立図書館への献本 

  7月に献本申請をして10月に収録、以降定期的に自動収録される 
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Progress in Earth and Planetary Science　出版・投稿状況 （10.21現在）

■出版状況
Review Resarch Methodology Total

　1. Space and planetary sciences 0 1 0 1 5.9%

　2. Atmospheric and hydrospheric sciences 1 3 0 4 23.5%

　3. Human geosciences 0 1 0 1 5.9%

　4. Solid earth sciences 2 7 0 9 52.9%

　5. Biogeosciences 1 0 0 1 5.9%

　6. Interdisciplinary research 0 1 0 1 5.9%

Subtotal 4 13 0 17 100%

　Editorial - - - 3 -

　Correction - - - 1 -

Total 21

■投稿状況
Review Resarch Methodology Total

　1. Space and planetary sciences 4 5 0 9 17.3%

　2. Atmospheric and hydrospheric sciences 5 6 0 11 21.2%

　3. Human geosciences 1 3 0 4 7.7%

　4. Solid earth sciences 3 13 1 17 32.7%

　5. Biogeosciences 2 2 0 4 7.7%

　6. Interdisciplinary research 2 5 0 7 13.5%

Subtotal 17 34 1 52 100%

　Editorial - - - 3 -

　Correction - - - 1 -

Total 56

■編集状況

Review Resarch Methodology
Editorial

+ Correction
Total

Published 4 13 0 4 21 37.5%
Under review 10 11 0 0 21 37.5%

Rejected/Withdrawn 3 10 1 0 14 25.0%

Total 17 34 1 4 56 100.0%
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JpGU理事会報告資料 

男女共同参画委員会 

担当：原田尚美 

 

1. 第12回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム 

http://www.djrenrakukai.org/symposium1.html 

 日時：2014年10月4日＠東大駒場キャンパス 

報告（地震学会西沢さんより） 

・午前の部 

分科会A 「女性技術者の働き方－意識・組織・制度－」（担当：日本技術士会・土木学会） 

  研究者よりさらに人数の多い女性技術者に焦点を当てた分科会Aが開催され以下の５つの

事例について報告があった． 

 業務で女性がトンネルへ入ることの意識の変革と制度化の取り組み（土木技術者女性の会 

須田久美子） 

 女性が坑内で業務可能にするために、どのように法律改正（規制を緩和）していったか 

 技術者を目指す女性および女子学生支援の取り組みから（土木技術者女性の会 石田佳子） 

 女子学生や若手女性技術者を対象に，お互いの交流や男性管理職からのアドバイスを受ける

場としての技術サロンを創設・運営 

 企業で働き続ける （日本電気 山下（吉原）慶子） 

 日本電気で働く女性技術者の例をいくつか提示し，理想の女性技術者像の提案 

 残業の多い業界での働き方について 管理者としての問題意識（中日本建設コンサルタン

ト（株） 町上恭平） 

 残業量の多いコンサルにおいて，優秀な女性技術者を子育て中も適切に働けるように配慮し

た実例 

 日立グループにおける経営戦略としてのダイバーシティ推進〜女性人材の活用を中心に〜 

（神宮純緒） 

 

・午後の部 

◎特別講演 13:30-14:20 板東 久美子氏（消費者庁長官） 

 「女性研究者・技術者の一層の活躍に向けて」 

◎パネル討論 15:20-16:50「男女共同参画学協会連絡会の要望書の具現化に向けて」 

パネリスト 

岡村 美好（山梨大学・土木学会） 
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 「ドボジョ（土木系女子）で変わる要望書の具現化に向けて」ーダイバーシティ推進の本質

について考えるー 

塩満 典子（JAXA・日本原子力学会）  

 政府の施策立案・実施，要望活動，現場でのシステム改革の経験から 

菅原 香代子（INWES Japan会長） 

 企業におけるダイバーシティ活動事例と，グローバルネットワーク化への挑戦 

宮岡 礼子（東北大学・日本数学会） 

 要望書にあること、ないこと 

 

 第一線で活躍されている元気な女性の話題提供。ディスカッションには女性がリーダーとし

て活躍するようになるためには何が必要かという質問もあった。しかし、リーダーというより

まずは普通の研究者としてきちんと働けるようになることを問題にしてほしいという意見も。

今年度は、日本数学会が幹事であるシンポジウムということで、主催者側の挨拶では皆さん、

今年のフィールズ賞受賞が女性として初めてであったことに言及されていたのが印象的であっ

た。 
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委員会・セクション報告 褒賞関連活動報告  

 

2015 年度 公益社団法人日本地球惑星科学連合フェロー募集について 

(連合ホームページより) 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合は 2015 年度公益社団法人日本地球惑星科学連合フェロー（以下フェ

ロー）の候補者を募集いたします． 

 

日本地球惑星科学連合フェロー制度は，地球惑星科学において顕著な功績を挙げた方を高く評価し，名

誉あるフェローとして処遇することを目的として設置されたものです． 

フェローは推薦者により推薦され，会長の諮問委員会であるフェロー審査委員会において推挙された

方々の中から，理事会において承認された方々とします．フェローには年齢制限，人数の制限は設けませ

ん． 

 

【JpGU フェローの満たすべき要件】 

・地球惑星科学研究領域におけるパラダイムシフトやブレークスルーもしくは大きな発見などを通じて，

日本の地球惑星科学の発展に著しい貢献をした方 

 

【JpGU フェロー被推薦者】 

会員・非会員を問いません．ただし，以下の者は推薦の対象となりません． 

・JpGU の現職理事・監事・セクションプレジデント 

・フェロー審査委員 

 

【決められた年度のフェロー選出スケジュール】 

前年度の 10-12 月    推薦期間 

前年度の 1-3 月      JpGU フェロー審査委員会による審査期間 

当該年度の 3 月理事会  JpGU 理事会による承認 

当該年度の連合大会   JpGU フェロー顕彰式 

 

【推薦の様式】 

JpGU フェローを推薦する方（以下、主たる推薦者とする）は以下の書面をもって JpGU 会長に推薦を

してください． 

書式は特段定めません． 

 

・被推薦者の氏名（和文および英文表記），連絡先（所属機関，役職（引退後は，これに代わる肩書き）

住所，電話番号，メールアドレス） 

・被推薦者の履歴（専門分野，研究歴，受賞歴，大学・研究機関・学協会等に於ける貢献） 

・主要な論文あるいは特許等，あわせて 5 編のリストおよびその別刷り（コピー可） 

・全論文リスト 

・推薦理由書（A4 で 2 ページ以内，日本語あるいは英語) 

・主な業績（400 文字以内，日本語あるいは英語） 

・一行推薦理由（Short citation，日本語および英語） 

 日本語 フォーマット：「（専門分野、領域等への）顕著な貢献により」、文字数：50～80 文字程度 

 英語 フォーマット：「for outstanding contributions to（専門分野、領域等）」、文字数：半角 120～

250 文字程度」 
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 （参照：2014 年度フェロー紹介ページ http://www.jpgu.org/news/fellowlist.html 

 http://www.jpgu.org/news/japan-geoscience-union-fellows-2014.html） 

・３通のサポートレター（推薦者以外３名による．A4 で 1 ページ，日本語あるいは英語，連名を可とす

る） 

・主たる推薦者１名の氏名と連絡先（所属機関，住所，電話番号，メールアドレスなど） 

 

【推薦方法】 

・提出はワードファイル、およびその PDF 版を当該年度の推薦期間内に連合フェロー担当事務局

( jpgu.fellow（at）icloud.com )にメールにて送付してください．但し論文別刷りは PDF のみで結構です． 

・ワードファイル、PDF ファイルはそれぞれ 1 ファイルにまとめてください． 

・ファイルの大きさは 25Mbyte までにしてください． 

・メールの件名は”JpGU フェロー推薦書（候補者氏名）”としてください． 

 これ以外の件名で送信した場合、spam メールとして処理されるなど、正しく処理できない恐れがあり

ます． 

 （受領の確認メールが一週間以内に届かない場合は電話にてお問い合わせ下さい．） 

 

【JpGU フェローの表彰】 

・JpGU 連合大会開催時に JpGU フェロー表彰式を開催し，メダル等を進呈します． 

 

【JpGU フェロー審査委員会】 

・JpGU フェロー審査委員は理事会の議を経て会長が指名します． 

・委員は 5 名とし，任期を 2 年とします．ただし，半数（2 ないし 3 名）を一年毎に改選することとし，

最初の委員のうち 2 名は 3 年の任期とします． 

・委員は JpGU 会員の中からサイエンスセクションの配分を考慮して選びます． 

・委員長は JpGU 会長が指名します． 

・委員名は，委員が任期を終え，改選された時点で公表するものとします． 

 

 

★推薦書送付期限：2014 年 12 月 31 日（水） 必着 

 

★推薦状送付先アドレス：jpgu.fellow（at）icloud.com 

 

★フェロー制度に関するお問い合わせ：担当理事 中村(050-33623936) 

 

 

中村正人 

 

2014 年 10 月 6 日（月） 
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委員会・セクション報告 褒賞関連活動報告 

 

地球惑星科学振興西田賞について 

(連合ホームページより) 

 

 

この度公益社団法人日本地球惑星科学連合は「地球惑星科学振興西田賞」を創設し，国際的に評価を得て

いる優れた45歳未満の中堅研究者を表彰することにいたしました．賞の名称は西田篤弘会員（フェロー）

のご提案と寄付金により賞を維持することに由来します．ここでは、この賞の概要についてご説明しま

す。 

 

1. 受賞者の条件 

 

地球惑星科学の分野において新しい発想によって優れた研究成果を挙げ、国際的に評価を得ている方で

審査年度当初（4 月 1 日）に 45 歳未満の研究者が受賞対象者となります。原則として個人ですが、2 名

までの連名を認める場合があります。地球惑星科学連合会員・非会員、国籍、性別は問いません。 

 

2. 受賞者数 

 

1 年おき(西暦で偶数年)に 10 件以内を選ぶ事とし、2014 年度から開始します。以降隔年で受賞者を決定

します。原則として各サイエンスセクションに該当する分野において最低 1 件を選ぶ事とし、配分にお

いてはサイエンスセクションの規模を考慮します。 

 

3. 推薦 

 

i. 選考対象は推薦によるものとし、正会員による他薦または自薦とします。ただし他薦の場合には本人

に受賞の意思があることを事前に確認することが必要です。 

 

ii. 推薦に必要な書類は以下の通りです。全て日本語か英語にて作成して下さい。（両言語の混在は可と

します。9月 22 日追記） 

 

· 候補者の名前、連絡先（所属機関、住所、電話番号、メールアドレスなど） 

· 候補者の経歴、受賞歴 

· 全査読付き論文リストおよび主要な論文 5編の別刷り 

· 推薦理由書（Ａ４で 6ページ以内） 

· 自薦の場合は 2通の推薦書、他薦の場合は推薦者以外の 2名のサポートレター 

· 他薦の場合は推薦者の氏名と連絡先（住所、電話番号、メールアドレスなど） 

 

iii. 提出はワードファイル、およびその PDF 版を当該年度の推薦期間内に地球惑星科学振興西田賞事務

局(jpgu_nishidasho@icloud.com )にメールにて送付してください。但し論文別刷りは PDF のみで結構で

す。 

 （受領の確認メールが一週間以内に届かない場合は電話にてお問い合わせ下さい。） 

 

4. 審査委員会 
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i. 各セクションから選出された委員で構成します。任期は選考を行う年度の 10 月から 3 月までとし最

初の審査開始から最大 4年まで再任を認めます。 

 

ii. 委員は受賞候補者と同様の資格を満たし、当該分野の現状に通じた経験豊かな会員を各サイエンス

セクションから複数名（最低 1名）出していただきます。分野毎の人数はサイエンスセクションの規模を

考慮し、全体で 15名程度といたします。 

 

iii. 委員は当該年度の 9月～10 月の理事会で承認し、委員長は互選といたします。 

 

iv. 委員の名簿は審査段階では非公開とし、受賞者発表時に公開する事と致します。 

 

5. スケジュール（以下は 2014 年度、以降開催年度毎に設定します） 

 

i. 2014 年 9 月 20 日 ～ 12 月 15 日：推薦期間 

 

  2014 年 9月~10 月: 審査委員を理事会で決定（委員任期 2014 年 10 月 ～ 2015 年 3 月） 

 

ii. 2014 年 12 月 16 日 ～ 3 月理事会前日まで：審査期間 

 

iii. 2015 年 3月理事会：審査委員長は結果を理事会へ報告、報告後すみやかに 2014 年度の受賞者を受

賞者をホームページなどで発表します 

 

iv. 2014 年度受賞者を 2015 年の連合大会で表彰いたします。 

 

v. 2014 年度受賞者は 2016 年の連合大会で記念講演会を行って頂きます。 

 

6. 顕彰方法  

 

 

i. 賞状を贈ります 

 

ii. 副賞として受賞者に 1件あたり 50万円を贈ります。 

 

賞の規則及び審査委員会規則は以下に掲示されています。 

http://www.jpgu.org/soshiki/kisoku/nishidashou.pdf 

http://www.jpgu.org/soshiki/kisoku/nishidashou_shinsa.pdf 

 

この賞についてのご質問は jpgu_nishidasho@icloud.com にお願い致します。 

 

以上 

 

平成 26 年 9 月 18 日 

顕彰制度担当理事 中村正人 
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受付:公財第    号 

      月   日 

 第６回（平成２６年度）         （財団記入欄） 

とうきゅう環境財団 社会貢献学術賞 受賞候補者推薦書 

平成２６年７月７日 

公益財団法人とうきゅう環境財団 理事長殿 

                                     推薦者氏名 津田敏隆                  印 

                    所属・職名 日本地球惑星科学連合会長                                                  

                                     所在地  〒113-0032 文京区弥生２−４−１６                                

                                                 学会センタービル                

                        電話 03-6914-2080                

                        FAX  03-6914-2088                

下記の通り,とうきゅう環境財団 社会貢献学術賞の受賞候補者を推薦します。 

研究課目  

（和文）気候および地球環境に関する研究とその推進体制の確立 

     

--------------------------------------------------------------------------- 

  （英文）Studies on climates & global environment and establishment 

           of their promotion system 

    --------------------------------------------------------------------- 

(フリガナ) 

候補者氏名 

 

ヨシノ マサトシ    生 年 月 日 

吉野  正敏 

 

男 

 

昭和  3 年 １月 １日 

(86 歳) 

所属機関及び 

役職(学部等) 

筑波大学 名誉教授 

 

所属機関所在地   

 

〒305-8572 茨城県つくば市  

天王台 1－1－1 

 

電話 029－853-5696 

FAX 029－853-6879 

E-mail  

自宅住所 

 

〒020-0585 岩手県岩手郡  

雫石町長山松森 28－9 

 

電話 019－692-5902 

FAX    

E-mail 

019－692-5902               

yoshino0101@wave.plala.or.jp 

略 歴 

 

 

 

 

 

 

 

[学歴]東京文理科大学地学科地理学専攻修了（1953 年）、ドイツ・アレキサンダー・

フォン・フンボルト研究奨学生（1961-1963 年）、理学博士（1961 年）。 

［職歴］東京教育大学助手理学部（1953 年）、法政大学文学部助教授（1967 年）、 

同教授（1969 年）、筑波大学地球科学系教授（1974 年）、同定年退官・名誉教授  

（1991 年）、愛知大学特任教授（1991－1998 年）、ドイツ・ハイデルベルク大学

客員教授（1967-1968 年）、国連大学上席学術顧問（2001-2010 年）。 

［学協会等会員歴］日本地理学会・日本沙漠学会の元会長・名誉会員、日本気象学

会・日本生気象学会の名誉会員、国際地理学連合（IGU）元副会長、日本学術会議
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第 14 期・15 期会員）、ルーマニア・アカデミー外国会員  

[学会賞] 日本気象学会藤原賞（1977 年）、インド農業気象学会賞（1991 年）、ア

レキサンダー・フォン・フンボルト研究賞（1992 年）、国際地理学連合（IGU）栄

誉賞（2000 年）、ルーマニア地理学会賞（2006 年）、国際都市気候学リュ―ク・ハ

ウォード賞（2007 年）。 

1 研究成果が社会的に貢献した具体例(行政施策、教育、市民活動等) 

［国際的］ 

 1980 年代・1990 年代 ICSU, UNEP の気候変動・地球環境に関する多数の委員会に委

員として参画し、気候学研究者の立場から、また、日本・およびアジアからの委員の立

場から、1990 年代以降の研究体制の確立に貢献した。特に 1990 年にジュネーブで開催

された世界気候会議の準備委員会の委員として数年にわたって活動しこの会を成功させ

た。この会議で IPCC（地球変動に関する国際政府間パネル、Intergovernmental Panel 

on Climate Change）が発足した。その第 1 次報告書の構成・編集責任者・執筆者等の

成案決定などに関わった。1991 年この世界気候会議の結果の具体的進展などを話し合う

いわゆる Follow-up Meeting を日本（会場は筑波大学）で開催し、国際的な研究・議論・

応用の課題を日本の研究者ばかりでなく一般社会に理解してもらうことに尽力した。地

球温暖化の問題の重要性をアピールした。  

 

［国内的］ 

 日本学術会議で地理学研連の委員または委員長として長期間にわたり貢献した。また

第 14 期・15 期は会員を務めた。この時“地球環境に関する特別委員会”の委員長として、

ICSU と国内環境問題研究組織との連絡・調整を取りまとめた。特に「地球圏・生物圏

に関する国際プログラム（IGBP, International Geoshere Bioshere Programme）」へ

の参画・実施を政府に勧告し、「日本 IGBP 委員会」の委員長を務め、地球環境に関す

る研究とその適用・応用の諸問題の解明に力を注いだ。また、それぞれの分野における

日本と世界各国との研究成果や研究者の交換・討論、共同研究の促進をはかった。  

  

［教育面］ 

 別項の研究成果で記述する著書“Climate in a small area(1975)”は、アメリカ合衆国・

ヨーロッパの多数国（特にドイツ・スイス・ポルトガル・ポーランド・ハンガリー・ル

ーマニア）で大学の「局地気候学・小気候学」の教科書として使用され、刊行されてい

る気候学一般教科書の中で、“さらに深く勉強するための必読書”に指定しているものが

多い。“小気候（1961）”はその後、改訂されて“新版小気候（1987 年）となったが、そ

の二十数年間に約 7,000 部刊行され、理学部の気候学・気象学・地理学の教科書とされ

たばかりでなく、農学部・工学部でも教科書として使用された。新版小気候は今日も使

用されている。 

 別項で記述されているように、国外多数の地域で現地調査・観測・研究を行っている。 
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その結果は英語・ドイツ語で発表されて、現地の研究者の重要文献になっている。例えば、

スイスのローヌ渓谷の風の局地性の研究結果はオーストリアのインスブルック地理学科学

生の現地研究には必携の文献の一つになっている。旧ユーゴスラビアのクロアチア海岸の風

の局地分布はザグレブ大学の教科書に引用されている。イタリアのトリエステで刊行された

局地風“ボラ”の本の中心は吉野の業績・人物紹介である。偏形樹のグレードを使った学位論

文はフランスのディジョン大学、ポルトガルのリスボン大学でそれぞれ１編ある。以上、教

育面における貢献の具体例である。  

 

２ 研究成果が学術的に貢献した具体例（科学技術の発展、受賞歴等）  

（１） 研究組織の育成：吉野氏の多数ある成果の内、気候影響・利用研究会の立ち上げと

その持続的育成が注目される。世界気象機構（WMO）が勧告した４本の柱の内、

物理的気象研究は主として日本各地の大学の気象学研究者、気象庁・気象研究所の

研究者によって行われる。またデータの収集・保存・提供などは気象庁の主管事項

である。しかし、影響・利用の柱に関してはその受け皿がなかった。それを受けた

のが気候影響利用研究会で、すでに約 20 年の歴史をもつ。ニュースレターを刊行

し、年 2 回の研究発表会を行っている。  

 バイオクリマ研究会の育成：バイオクリマ（生気候）は健康・疾病と天気・季節・

気候との関係を扱うが、吉野は 1963 年以来、国際生気象学会に参加し、日本生気

象学会会員として活躍した。これを基礎にしてバイオクリマ研究会を発足させた。

この研究会は研究発表会を行い、健康天気講座を開いており、毎回約 30 名の受講

者がいる。 

（２） 吉野氏は偏形樹の問題を 1950 年代から研究して、“吉野のグレード”とも呼ばれる

グレード区分を確立した。アメリカ合衆国オレゴン州の山地における風力発電開

発・風車の立地位置アセスメントにおけるチェックリストの 1 項目に取り入れられ

た。また、上述のように、諸外国の学位論文でも利用された。  

（３） “Climate in a small area (1975)” は上述のように欧米の多数国で標準的な教科書

になっているが、日本気象学会の藤原賞、インド農業気象学会賞、国際都市気候学

会のリュ―ク・ハウォード賞はすべて、この書物が対象になっている。  

 また、ルーマニア・アカデミーの外国会員に推挙されたのも、同アカデミー地理

学研究所の 1950 年代・1960 年代の研究業績の正当な評価をこの中で記述してある

ためである。 

 （４）地球温暖化に関わる人間生活、異常気象の発生などのエッセイ集、歴史時代の気候

と人間に関わる諸現象、気候地名など民俗学と気候学をまたぐ現象の解明、など、

気候学エッセイ集を数冊まとめている。特にイギリスではこれまでこの分野の書物

が多数刊行されているが、日本においても一般社会人の関心を高める役割を担って

いる。 

 

＊ (1) 上記１,２に関する主要文献,参考資料があれば添付(各１編コピー)して下さい。 

(2) 提出書類は原則返却致しません。 
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第 23期日本学術会議  

 

会 長    大西 隆                 豊橋技術科学大学学長、東京大学名誉教授  土木工学・建築学 

副会長   向井 千秋 (組織運営等)  独立行政法人宇宙航空研究開発機構 特任参与  総合工学 臨床医学 

井野瀬 久美惠 (政府との関係等)  甲南大学文学部教授  史学 

花木 啓祐  (国際活動)   東京大学大学院工学系研究科教授  環境学 土木工学・建築学 

 

 

会員名簿 

（専門分野・地球惑星科学） 

 

任期 

満了年 
氏名 所属･職名 

 

29 年 大久保 修平 東京大学地震研究所 教授  

29 年 氷見山 幸夫 北海道教育大学教育学部 教授  

32 年 木村 学 東京大学大学院理学系研究科 教授  

32 年 高橋 桂子 海洋研究開発機構地球情報基盤センターセンター長  

32 年 中村 尚 東京大学先端科学技術研究センター 教授  

32 年 藤井 良一 名古屋大学 理事・副学長  

29 年 川口 淳一郎 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 教授・シニアフェロー 総合工学 

29年 山川 充夫 帝京大学経済学部地域経済学科教授 地域研究 

 

 

 

第 23期日本学術会議  

連携会員名簿 

（専門分野・地球惑星科学） 

 

任期 氏名 所属･職名 

3 年 荒井 章司 金沢大学理工研究域特任教授 

6 年 石渡 明 原子力規制委員会委員 

３年 井田 仁康 筑波大学人間系教授 

６年 伊藤 悟 金沢大学人間社会研究域教授 

６年 碓井 照子 奈良大学名誉教授 

３年 海津 正倫 名古屋大学名誉教授、奈良大学文学部教 

６年 江守 正多 独立行政法人国立環境研究所地球環境研究センター気候変動リスク評価研究

室長 

６年 大久保 泰邦 独立行政法人産業技術総合研究所地質 

分野研究企画室連携主幹 

６年 大路 樹生 名古屋大学博物館教授 
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６年 大谷 栄治 東北大学大学院理学研究科教授 

３年 岡部 篤行 青山学院大学総合文化政策学部教授 

６年 沖 大幹 東京大学生産技術研究所教授 

６年 沖野 郷子 東京大学大気海洋研究所教授 

３年 小口 高 東京大学空間情報科学研究センターセンター長・教授 

６年 奥村 晃史 広島大学大学院文学研究科教授 

６年 蒲生 俊敬 東京大学大気海洋研究所教授 

６年 川村 光 大阪大学理学研究科教授 

６年 北里 洋 独立行政法人海洋研究開発機構東日本海洋生態系変動解析プロジェクトチー

ムプロジェクト長 

３年 鬼頭 昭雄 筑波大学生命環境系 主幹研究員 

６年 久家 慶子 京都大学大学院理学研究科准教授 

３年 小嶋 智 岐阜大学工学部教授 

３年 三枝 信子 独立行政法人国立環境研究所地球環境研究センター副研究センター長 

３年 齋藤 文紀 独立行政法人産業技術総合研究所地質情報研究部門首席研究員 

６年 佐々木 晶 大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻教授 

６年 佐竹 健治 東京大学地震研究所地震火山情報センター教授 

６年 佐藤 薫 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻教授 

３年 鈴木 康弘 名古屋大学減災連携研究センター教授 

３年 平 朝彦 独立行政法人海洋研究開発機構理事長 

３年 田中 和広 山口大学大学院理工学研究科教授 

３年 佃 榮吉 独立行政法人産業技術総合研究所理事 

６年 津田 敏隆 京都大学生存圏研究所所長・教授 

６年 中島 映至 東京大学大気海洋研究所地球表層圏変動研究センター長・教授 

６年 中田 節也 東京大学地震研究所教授 

６年 永原 裕子 東京大学大学院理学系研究科教授 

６年 中村 卓司 情報・システム研究機構国立極地研究所副所長、教授 

３年 中村 正人 独立行政法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所研究総主幹 

３年 新野 宏 東京大学大気海洋研究所所長・教授 

３年 西 弘嗣 東北大学学術資源研究公開センター東北大学総合学術博物館教授 

６年 西田 治文 中央大学理工学部教授 

３年 西山 忠男 熊本大学大学院自然科学研究科教授 

６年 花輪 公雄 東北大学理事 

６年 原田 尚美 独立行政法人海洋研究開発機構研究開発センター長代理 

６年 春山 成子 三重大学大学院生物資源学研究科共生環境学専攻教授 

３年 平田 直 東京大学地震研究所・教授 

３年 福田 洋一 京都大学理学研究科教授 

３年 日置 幸介 北海道大学大学院理学研究院教授 

６年 堀 利栄 愛媛大学大学院理工学研究科准教授 

３年 益田 晴恵 大阪市立大学大学院理学研究科教授 

３年 松井 孝典 千葉工業大学惑星探査研究センター所長 
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３年 松本 淳 首都大学東京大学院都市環境科学研究科地理環境科学域教授 

３年 松本 良 明治大学農学研究科特任教授 

６年 村山 祐司 筑波大学生命環境系教授 

３年 森田 喬 法政大学デザイン工学部教授 

６年 八木谷 聡 金沢大学理工研究域教授 

６年 安成 哲三 総合地球環境学研究所所長 

６年 矢野 桂司 立命館大学文学部教授 

６年 山岡 耕春 名古屋大学大学院環境学研究科教授 

６年 山形 俊男 独立行政法人海洋研究開発機構アプリケーションラボ所長、東京大学名誉教授 

６年 山岸 明彦 東京薬科大学生命科学部教授 

６年 山田 育穂 中央大学理工学部人間総合理工学科教 

３年 山中 康裕 北海道大学大学院地球環境科学研究院統合環境科学部門広領域連携分野

教授 

３年 若林 芳樹 首都大学東京大学院都市環境科学研究科教授 

６年 渡邊 誠一郎 名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻教授 

３年 渡辺 真人 独立行政法人産業技術総合研究所地質情報研究部門主任研究員 
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公益社団法人日本地球惑星科学連合 

第 11回学協会長会議 報告 

開催日時  平成 26 年 10 月 16 日（木） 

10 時 00 分から 12時 00 分 

開催場所  東京大学地震研究所 1号館 2階セミナー室 

（東京都文京区弥生 1-1-1） 

１．前回議事録確認 

２．日本地球惑星科学連合活動報告 

  ・新体制紹介：連合役員、セクションボードメンバー 

  ・2015 年連合大会準備状況：日程、セッション提案状況、ユニオンセッション実績 

  ・AGU Fall Meeting における「Geoscience Japan」への出展と JpGU 参加学協会との協力 

  ・サイト「My JpGU」を通じた JpGU 参加学協会と国際誌との協力 

３．日本学術会議の近況報告 

・第 23 期新体制と今後の方針 22 期活動成果の報告 

４．その他 

  ・次回会議開催の案内 

開催日時 ：平成 27年 5月 27 日(水) 13 時 00 分から 14 時 00 分 

開催場所 ：幕張メッセ国際会議場 302 号室（千葉市美浜区中瀬 2-1） 
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公益社団法人日本地球惑星科学連合入会申込書（賛助会員・団体） 
 

平成 26年 9月 19日 

公益社団法人日本地球惑星科学連合  会長 殿  

 

 

日本地球惑星科学連合の事業を援助するため、賛助会員として入会を希望します。 

団体名（正式名称）  

株式会社 フォルテ  日本語名 

 英語名 FORTE Inc., 

代表者  

ウィリアム・ステンソン 
 氏  名 

〃

  
団体名 
（HP等公開） 

株式会社 フォルテ 

〃

  
住 所（郵送物発送先） 

〒160-0022 

東京都新宿区新宿2-8-6 KDX新宿286ビル ５階 

〃

  
Email 

 

info@forte-science.co.jp 

活動内容  

 

科学技術論文の翻訳・校正サービス 

 

 

  

高橋 知佐子   大篭 奈津子  担当者氏名  

〃

  
住所 

〒160-0022 

東京都新宿区新宿2-8-6 KDX新宿286ビル 5階 

〃

  
Email 

Rombun12@forte-science.co.jp 

Rombun13@forte-science.co.jp 

〃

  
TEL・FAX 

TEL: 03-3353-3545 

FAX: 03-3354-3845 

連合ニュースレター誌

（JGL）配布依頼可能部

数および依頼先住所 

 1 部 

 

〒160-0022 

東京都新宿区新宿2-8-6 KDX新宿286ビル 5階 
 

備 考（連絡事項など）  

 

  

※理事会で入会が承認されましたら、年会費請求書をお送りいたします。 
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審議事項：委員会委員追加承認の件 

 

【環境災害対応委員会】 

選出母体 氏名 所属 

日本応用地質学会 竹村 貴人 日本大学文理学部地球システム科学科 

日本応用地質学会 井口 隆 防災科学技術研究所 

地学団体研究会 宮地 良典 産業技術総合研究所 

日本第四紀学会 卜部厚志 新潟大学災害・復興科学研究所 

 

50



審議事項：ユニオンサイエンスボードメンバー追加の件

選出母体 氏名 所属

会長が委嘱した有識者（日本学術会議） 大久保 修平 東京大学地震研究所

会長が委嘱した有識者（日本学術会議） 高橋 桂子 海洋研究開発機構地球情報基盤センター

会長が委嘱した有識者（日本学術会議） 中村 尚 東京大学先端科学技術研究センター

会長が委嘱した有識者（日本学術会議） 藤井 良一 名古屋大学

会長が委嘱した有識者（日本学術会議） 川口 淳一郎 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所

参考：承認済み（7月12日第4回理事会）

連合会長 津田 敏隆 京都大学生存圏研究所

連合副会長 川幡 穂高 東京大学　大気海洋研究所

連合副会長 木村 学 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻

連合副会長 中村 正人 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所


セクションプレジデント（宇宙惑星科学） 佐々木 晶 大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻

セクションプレジデント（大気水圏科学） 中島 映至 東京大学大気海洋研究所

セクションプレジデント（地球人間圏科学） 氷見山 幸夫 北海道教育大学教育学部

セクションプレジデント（固体地球科学） 大谷 栄治 東北大学大学院理学研究科地学専攻

セクションプレジデント（地球生命科学） 小林 憲正 横浜国立大学大学院工学研究院

会長が指名する連合理事 古村 孝志 東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター

会長が委嘱した有識者（学協会長会議議長） 田近 英一 東京大学大学院新領域創成科学研究科複雑理工学専攻
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顕彰委員会規則（案） 
 

2014 年 10 月 24 日理事会制定 

 

（趣旨） 

第 1条 この規則は、定款及び法人運営基本規則に基づき、顕彰委員会（以下「本委員会」

という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（任務） 

第 2 条 本委員会は、地球惑星科学の発展に寄与する顕彰制度の策定ならびに審査の為の

事務を任務とする。 

 

（構成） 

第 3条 本委員会の構成は、100 名以内の委員をもって構成する。 

２  委員の互選により、委員長 1名，副委員長 1名を選任する。 

 

（委員会の下に置く組織） 

第 4条 本委員会のもとに、学生優秀発表賞審査小委員会を置く。 

 

（委員の任期） 

第 5 条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。委員長、副委員長についても同様とす

る。 

 

（権限） 

第 6 条 本委員会は、第 2 条で定める顕彰制度の策定と審査のための事務に必要な事項に

ついて検討し、その結果を理事会に報告する。 

2 その他，顕彰制度の策定と審査のための事務に関し、理事会の諮問に応じ又は必要に応

じて自ら理事会に意見を述べる。 

 

附則 

（１）この規則は、2014 年 10 月 24 日から施行する。 
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法人運営基本規則第 9章 改正案 

 

第９章  委員会 

 

第16条 この法人の円滑な運営を図り、地球惑星科学の発展と普及に寄与するため、法人運

営基本規程において設置されている選挙管理委員会及び役員候補者推薦委員会の他、次

の委員会を設置する。 

 (1) 総務委員会 

 (2) 財務委員会 

 (3) 広報普及委員会 

 (4) 環境災害対応委員会 

 (5) 男女共同参画委員会 

 (6) キャリア支援委員会 

 (7) 教育検討委員会 

 (8) 情報システム委員会 

 (9) ジャーナル企画経営委員会 

(10) ジャーナル編集委員会 

 (11) 大会運営委員会 

 (12) グローバル戦略委員会 

(13) 顕彰委員会 

 

（委員会の組織） 

第17条 委員会は、正会員の中から理事会が推薦し、会長が委嘱する委員により構成する。 

2 委員長及び副委員長は、委員の互選によって選任する。 

3 委員長は、委員会を代表する。 

4 各委員会は、その担当業務を円滑に進めるため、理事会の承認を得て、小委 

 員会等の必要な下部組織を設けることができる。 

 

（委員会の運営） 

第18条 委員長は、必要があると認めるときは、委員会を招集し、その議長となる。 

2 委員会の決議は、委員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。可否 

  同数のときは議長の採決するところによる。 

3 前項の場合において、議長は委員として表決に加わることはできない。 

 

（各委員会規則） 

第19条 その他、各委員会の任務、構成、任期並びに運営に関し必要な事項は、別に各委員

会規則において定める。 

2 各委員会の下に置かれた小委員会等の任務、構成、任期並びに運営に関し 

 必要な事項は、別に各小委員会等の内規において定めるものとする。 
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地球惑星科学振興西田賞審査委員会委員の選任基準について（内規）案 

 

 地球惑星科学振興西田賞審査委員会設置規則第3条に基づく委員の選任につい

ては，下記のとおり行うものとする。 

 

1.  審査委員は，新しい発想により優れた研究成果を挙げ国際的に高い

評価を得ている現役研究者の中から選任する。 

2.  前項については， 

(１) 論文の引用回数及び海外の学会における招待講演数等を目安とする。

(２) 海外の学会から表彰された者，広範な領域を対象とする学術賞を得た

者を優先し，委員長，副委員長についてはこれを必須とする。 

以 上 

（平成 26 年 10 月 24 日理事会承認） 
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審議事項：地球惑星科学振興西田賞審査委員会委員承認の件 

 

 

委員候補一覧 

（地球惑星科学振興西田賞審査委員会設置規則第 6 条に基づき，委員の氏名を公表するのは受賞者が決

定した時点とする．） 
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審議事項：広報普及委員会委員長副委員長変更の件 

 

【広報普及委員会名簿 変更案】 

役職（変更案） 現職 氏名 所属 備考 

委員長  田近 英一 東京大学 現幹事 

副委員長  原 辰彦 建築研究所  

 委員長 成瀬 元 京都大学 担当理事 

 副委員長 道林 克禎 道林 克禎 担当理事（副） 

 

※なお、他委員には変更なし 

現職 氏名 所属 備考 

 奥村 晃史 広島大学  

幹事・ＪＧＬ編集担当 東宮 昭彦 産業技術総合研究所  

JGL 書評担当 谷 篤史 大阪大学  

ＪＧＬデザイン担当 橘 省吾 北海道大学  

ＪＧＬ広告担当 宮本 英昭 東京大学  

Web 担当 佐藤 活志 京都大学  

連合大会トップセミナー担当 山田 耕 早稲田大学  

高校生セミナー担当 安藤 寿男 茨城大学  

高校生セミナー担当 久利 美和 東北大学  

メールニュース担当 吉本 和生 横浜市立大学  

幹事・秋季講演会担当 横山 広美 東京大学  

教育関連担当 瀧上 豊 関東学園大学  

大気水圏科学担当 阿部 彩子 東京大学  

宇宙惑星科学担当 高橋 幸弘 北海道大学  

  紺屋 恵子 海洋研究開発機構  

  大河内 直彦 海洋研究開発機構  

  関根 康人 東京大学  

  笠井 康子 通信総合研究所  
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2014年度 経理報告書 

 

本年度は幕張から横浜パシフィコへ会場を変更したり、国際化推進のプログラ

ム等、多くの新規事業を行いました。そのため、残念ながら多額の赤字会計と

なりましたことを御報告させていただきます。 

 

１） 本年度の最終的な赤字は 460 万円に達するものと推定されます。その内

訳は以下の通りです。 

 

   予算計上されていない支出（387万円） 

 ●西田賞関連事業：115万円の赤字 

    ●国際活動費関連 51万円の赤字 

    ●人件費増加分：221万円の赤字 

 

   予算との収支差額（423万円） 

 ●連合大会の収支：230万円の赤字 

    ●支払手数料（カード支払い決済の増加）：100万円の増加 

    ●フェロー関連支出：40万円の赤字 

    ●管理費・旅費交通費  53万円の赤字 

 

 

上記の金額と予算消化しなかった金額を回収させていただければ、なんとか総

計 460 万円程度の赤字に収めることができると予想しています。それでも連合

になってからの初めての大きな赤字を計上し、財務としては大変申し訳のない

結果となりそうです。 

 

２） 今年度の反省を踏まえて来年度以降の予算編成は慎重に行う必要がある

と考えられます。各事業とも予算が必要なことは理解していますが、2年

つづけて大幅な赤字になると連合の致命傷にもなりかねず、御協力を御

願いしたいと思います。 

３） 2017年度にＡＧＵとの合同を成功させるためには、来年度からはある程

度の準備資金の用意も必要となります。そのためには、本年度の反省も
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踏まえてゆとりのある予算編成と予算にない支出は基本的にはないよう

にしないと、本年度のような結果になると予想されます。 

４） 今回のように中途で大幅な赤字となることが明瞭な場合でも予算どおり

に実施することが適当であるか、あるいは予算の執行を制御するなどの

措置ができるかどうかぜひ御議論ください。 

５） セクション予算に関しては、固体地球からの要求もあり、編成・使用の

仕方を見直す時期にきているかもしれません。全体の枠は従来どおり厳

しいものとなりますが、効果的な運用ができるようにシステムをかえて

もいいかと思われます。具体的には、全体枠予算をストックし、それを

理事会とセクションで決めていただければと思います。 

 

理事会におきましては、特に２）、３）、４）、５）に関して御議論いただきたい

と思います。11月くらいから来年度の予算編成に入りたいと思います。 
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2014/6

内容

1日(月) 2014年連合大会HP立ち上げ

1日(月) セッション提案サイト公開

10日(金) メールニュース10月号（セッション提案募集中）

23日(木) セッション提案最終締切

セッション採択検討（プログラム委員会）

コンビーナとの調整

上旬 プログラム編成会議　※2014は11/11

セッション採択最終結果取りまとめ報告（プログラム委員会へ）

セッションID確定

1日(月) セッション確定

3日(水) セッション修正・詳細入力サイト立ち上げ

15日(月) セッション修正・詳細入力締切

19日(金) 2012年大会開催全セッションweb公開

8日(木) 投稿・参加登録開始

3日(火) 投稿早期締切　24：00

10日(火) メールニュース2月号（最終投稿のお知らせ）

18日(木) 投稿最終締切　12：00

11日(水) コマ割確定

12日(木) コマ割結果WEB公開

12日(木) プログラム編集（コンビーナ処理）

19日(木) コンビーナ入力締切

24日(火) ★プログラム編成終了

25日(水) 著者/共著者・発表者・座長へ通知(日程通知）

30日(月) プログラムWEB公開（PDF無）

5月12日(火) 早期参加登録　登録締切　　17：00

5月14日(木) プログラムWEB公開（PDF有）

9月

10月

2015年連合大会日程案（プログラム関連）

編成会議より
1週間程度

5月24日-28日（※予備日29日）（日～木）　日本地球惑星科学連合2015年大会

カレンダー

3月

5月

11月

12月

1月

2月
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約 230m
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2015年大会部屋規模表 20140623版

No. 部屋名 ㎡ 収容人数

1 101A 80 64

2 101B 80 64

3 102A 65 55

4 102B 65 66

5 103 156 166

6 104 156 166

7 105 156 166

8 106(多目的室） 不明 100

9 IC 635 456

10 201A 165 134

11 201B 165 129

12 202 83 56

13 203 72 44

14 301A 140 85

15 301B 140 118

16 302 194 160

17 303 194 160

18 304 190 140

19 A01 172 126

20 A02 172 126

21 A03 172 126

22 A04 172 126

23 A05 172 126
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書籍・関連商品
16
17　地学団体研究会
18　株式会社ELSS
19
20　株式会社テラハウス
21　ジオガシ旅行団
22　株式会社古今書院
23　株式会社横山空間情報研究所
24
25
26　ホリミネラロジー株式会社

 1　（株）渡辺教具製作所
 2　共立出版株式会社
 3　株式会社ニホン・ミック
 4　テラパブ
 5　朝倉書店
 6　一般社団法人京都大学学術出版会
 7　一般財団法人東京大学出版会
 8
 9,10 ケンブリッジ大学出版局
11
12　エルゼビア・ジャパン株式会社
13　株式会社ニュートリノ
14,15 ワイリー・ジャパン株式会社

 1　日本鉱物科学会
 2　日本古生物学会
 3　公益社団法人日本地震学会
 4　地球電磁気・地球惑星圏学会
 5~6日本地球化学会
 7　一般社団法人日本地質学会
 8　特定非営利活動法人日本火山学会
 9
10　日本測地学会
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一般展示 (続き）

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10

名古屋大学博士課程教育リーディングプログラム
「フロンティア宇宙開拓リーダー養成プログラム」
大阪大学大学院理学研究科　宇宙地球科学専攻

東京大学海洋アライアンス
九州大学大学院地球社会統合科学府

北海道大学 同位体顕微鏡システム
名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻

大学展示

一般展示
 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8

 9~11
12
13
14

15

16~17

18~19
20

21
22
23
24
25
26
27
28

29～31

32
33
34
35
36

37
38

39,40
41,42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52

宇宙航空研究開発機構　地球観測研究センター
地学・地理オリンピック
白山工業株式会社
株式会社ＮＴＴドコモ
オックスフォード・インストゥルメンツ株式会社

NASA
Exelis VIS株式会社
名古屋大学太陽地球環境研究所
大学共同利用機関法人
人間文化研究機構　総合地球環境学研究所
愛媛大学　地球深部ダイナミクス研究センター　
先進超高圧科学研究拠点
東北大学　グローバル安全学トップリーダー育成
プログラム
東北大学 災害科学国際研究所
東京大学大学院理学系研究科
地球惑星科学専攻
東京大学地震研究所
NPO法人地球年代学ネットワーク

メイジテクノ株式会社
防災科学技術研究所
東京工業大学地球生命研究所
北極環境研究コンソーシアム

独立行政法人海洋研究開発機構地球深部探査セ
ンター
高知コアセンター
Earth, Planets and Space
京都大学大学院 工学研究科 応用地球物理学分野
株式会社計測技研
独立行政法人産業技術総合研究所地質調査総合
センター
安井器械株式会社
測位衛星技術株式会社
京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻
株式会社ジオシス
リトルリバーリサーチ＆デザイン
太陽観測衛星「ひので」プロジェクト
株式会社 地球科学総合研究所
日本地球掘削科学コンソーシアム
東京大学大気海洋研究所
国立天文台チリ観測所（アルマ望遠鏡）
公益社団法人東京地学協会
アジア航測株式会社

←国際会議室
　international
　conference room

展示ブース申込み状況
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参考資料：Goldschmidt 2016 年大会概要 

 

Goldschmidt Conference 2016 

開催日 2016 年 6月 26 日（日）～2016 年 7 月１日（金） 

開催地 横浜国際平和会議場（パシフィコ横浜） 

共催  日本地球惑星科学連合 

 

趣意説明： 

 ゴールドシュミット会議は、宇宙・地球化学分野では、最も規模の大きい国際会議であ

り，米国地球化学会（Geochemical Society）とヨーロッパ連合地球化学会（ European 

Association of Geochemistry）が共同で毎年開催している。日本地球化学会は第3局とし

て、これまでの会議を共催してきた。2016年は、米国地球化学会の責任開催年度であるが

、先方からの要請もあり、日本地球化学会が主体となって運営することとなった。 

 この会議にはこれまでも日本鉱物科学会などの会員が数多く出席しており、化学的手法

を用いた宇宙・地球化学の全ての分野を包括する研究者が一堂に会する。 

 

 

今後の日程 

November 2015       Call for Sessions 

January - February 2016  Abstract submission 

June 26 - July 1, 2016   Goldschmidt2016 in Yokohama, Japan 
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公益社団法人日本地球惑星科学連合 

平成 26 年度第 5 回理事会議事録 

 

１．開催日時  平成 26 年 8 月 23 日（土） 

午後 13 時 30 分から午後 17 時 00 分 

 

２．開催場所  東京大学理学部１号館 8 階 843 号室 

（東京都文区本郷 7-3-1） 

 

３．出席者  理事数   20 名 

       出席理事  15 名 （定足数 11 名 会議成立） 

       出席監事   2 名 

      オブザーバー 6 名 

 

４．議 長  理事 津田 敏隆  

 

５．出席役員  

       理事 津田 敏隆 

       理事 木村 学 

       理事 中村 正人 

       理事 ウォリス サイモン （skype 出席） 

       理事 北 和之 

       理事 高橋幸弘 （TV 会議出席） 

       理事 瀧上 豊 （skype 出席） 

       理事 田中 賢治 

       理事 成瀬 元 （teleOffice 出席） 

       理事 西 弘嗣 

       理事 原田 尚美 

       理事 日比谷 紀之 

       理事 古村 孝志 

       理事 村山 泰啓 

       理事 渡邊 誠一郎 

       監事 鈴木 善和 

       監事 松浦 充宏 

 

６．出席オブザーバー 
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       宇宙惑星科学セクションプレジデント  佐々木 晶 

       地球人間圏科学セクションプレジデント 氷見山幸夫 

       固体地球科学セクションプレジデント 大谷 栄治 

       地球人間圏科学セクション幹事 須貝 俊彦 

       学協会長会議議長 田近 英一 

       グローバル戦略委員会委員 末広 潔 

 

午後 13 時 30 分，理事の定数に足る出席があったので，会長津田敏隆は議長席に着き，開

会を宣言した． 

 

審議に先立ち，西理事より「第 3 号議案 平成 25 年度財産目録における特定資産の使用目

的等の記載変更の件」は審議の必要がなくなったため取り下げる旨報告があった． 

 

７．報告事項 

（1）大会運営委員会報告 （津田会長） 資料 P.1-3 

2015 年大会の準備状況について報告があった．各学協会，セクションよりプログラム委

員の選出があった．9月 1日よりセッション提案を開始する予定である． 

 大会委員長について確認した．大会委員長は学協会長会議議長に依頼するのが通例であ

る．現在の学協会長会議議長田近英一会員は惑星科学会会長の任期が 12月までのため，そ

れに伴い学協会議議長は交代となるが，大会委員長は交代とせず継続して就任を依頼する． 

 プログラム編成のあり方について議論が交わされた．セッションの編成上統廃合が必要

となった場合にプログラム委員長がそれを行うことが容易になるよう，あらかじめ理事会

の方針を示すことが確認された． 

 NASA 関連の企画の準備状況について事務局より報告があった．現在 NASA と JAXA のコラ

ボレーションセッションやハイパーウォールの企画について準備中である． 

 

（2）ジャーナル関連報告 （事務局による代読） 資料 P.4-9 

 ジャーナルの状況について報告があった．7 月 29 日に第 3 回ジャーナル国際編集会議が

開催され，ジャーナルの出版状況や見通し，今後の計画，投稿システム「Editorial Manager」

への変更などについて報告があった． 

 

（3）委員会報告 

総務委員会報告（古村理事） 資料 P.10-12 

 連合定款第 49 条および法人運営基本規則第 17 条を確認し，委員会委員は正会員の中か

ら理事会が推薦し，会長が委嘱する委員により構成することが確認された． 

また現在申請中の共催・協賛・後援について報告があった． 
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男女共同参画委員会報告（原田理事） 資料 P.13-14 

8 月 4 日に開催された男女共同参画学協会連絡会運営委員会について報告があった． 

中で，「女性リーダー・若手育成」ワーキンググループのリード役を連合が引き受けること

を検討した．負担が集中しないように注意しながらであれば引き受けることができるので

はないかということになった． 

 

（4）The 40th COSPAR SCIENTIFIC ASSEMBLY 報告（佐々木プレジデント） 資料

P.15-21 

COSPAR の沿革と現状について，報告があった． 

国際会議について，連合のホームページ上に情報を掲載しリンクを貼るなど関係を強化し

ていくことの提案があった． 

 

（5）ユニオンサイエンスボードに関する報告（津田会長） 資料 P.22-23 

前回第４回理事会にて承認されたユニオンサイエンスボードメンバーを確認した． 

 

８．審議事項 

 

第 1 号議案 会員（正会員）入会承認の件（古村理事）資料 P.24-25 

定款第８条２項の会員の入会の定めに従い，新規入会者を承認した． 

 

第 2 号議案 理数系学会教育問題連絡会シンポジウム共同主催承認の件（古村理事） 資

料 P.26 

 教育検討委員会委員長畠山正恒理事より，理数系学会教育問題連絡会シンポジウム「こ

れからの理数系教育を考える 2014」へ連合が共同主催することの申請があった．審議によ

り，これを承認した． 

 

第 4号議案 委員会の廃止と設置について （古村理事）資料 P.27-31 

前回第４回理事会第 7 号議案にて大会運営委員会情報局が廃止となったため，それに伴

って情報システム委員会規則の該当部分第 4 条の削除を審議した．これを承認した． 

フェロー制度の設立が完了したため，フェロー制度準備委員会を廃止することを審議し

た．これを承認した． 

25 周年記念事業準備委員会の名称を 25 周年事業実行委員会と改称することを審議した．

これを承認した． 

学協会連絡委員会は通常の委員会と構成が異なるため，委員会としては廃止し法人運営

基本規則第 9 章第 16 条からは削除する．ただし，改称して現在の連絡員としての体制は維
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持する．以上を承認した． 

 

第 5 号議案 フェロー制度規則変更の件（津田会長） 資料 P.32-35 

フェロー制度規則の名称を「公益社団法人日本地球惑星科学連合フェロー制度規則」と

改称すること，また第 4 条に定める推薦者の要件から正会員である者の条件をはずし，「フ

ェローは，推薦により候補者となるものとし，」とすることを審議した．これを承認した． 

フェロー審査委員会規則の名称を「公益社団法人日本地球惑星科学連合フェロー審査委

員会規則」と改称することを審議した．これを承認した． 

 

第 6 号議案 国際戦略対応事務局体制強化検討 WG 設置の件 （津田会長） 資料 P.36 

 国際戦略対応事務局体制強化検討ワーキンググループの設置とそのメンバーを審議した． 

案の通り，グローバル戦略委員会委員長・木村学理事，総務委員会委員長・古村孝志理事，

総務委員会・成瀬元理事，財務委員会委員長・北和之理事，財務委員会・西弘嗣理事，事

務局谷上美穂子をメンバーとし承認した． 

 

第 7 号議案 2015 年大会 25 周年記念シンポジウムの実施計画等について（津田会長） 

資料 P.37-39 

2015 年大会にて開催される 25 周年記念シンポジウムの実施計画について議論した．今後

も現在の計画案にしたがって準備を進めることとした． 

 

第 8 号議案 連合のグローバル戦略について （木村理事） 資料 P.40-47 

連合のグローバル戦略について検討し，意見交換を行った． 

 2014年 7月 16日ワシントンにて開催された連合とAGUとのミーティングの議事録が紹

介された．AGU とのジョイントミーティングは 2017 年の予定である．このジョイントミ

ーティングへ参加者を増やすためには，サイエンスセッションの中身の検討が重要である

という意見があった．また，財政面や公益法人としての立場などについても充分検討しな

ければならないという意見があった．グローバル戦略委員会が中心となって今後も検討す

るとした． 

 AGU Fall Meeting へのブース出展を検討した．広い面積で出展し，連合の広報，PEPS

の広報，関連大学の広報，加盟学協会の広報などに利用する予定である．学協会からはブ

ースを利用するに当たり出展料を予定している．今後学協会に告知をする． 

 

議長は以上をもってすべての議事を終了した旨を述べ，閉会を宣した．（午後 17 時 00 分） 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため，本議事録を作成し，出席理事は次に記名・

押印する．（捺印欄配布時省略） 
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平成 26 年 6月 18日 

 

〒100-8962 東京都千代田区永田町 2-1-1  

参議院議員会館 609号室 

宇宙開発担当大臣 山本一太殿   

 

地球観測に関する緊急提言 

 

          「今後の宇宙開発体制のあり方に関するタスクフォース会合・ 

リモートセンシング分科会」コミュニティ幹事会 

 

「今後の宇宙開発体制のあり方に関するタスクフォース会合・リモートセンシング分科

会（TF）」コミュニティ（以下、「TFコミュニティ」）*1では、5回にわたる TF会合の議

論を踏まえ、災害、環境、食料、エネルギー、社会基盤管理等における広い意味での我が

国の安全保障の確保および我が国が科学技術立国として今後も発展していくために必要と

なる地球観測衛星についてのロードマップの検討を進めているところです。 

 この作業と並行し、平成 30年度以降に我が国としての地球観測衛星計画の空白時期を

発生させないために、平成 27年度の予算要求において我が国として優先的に対応すべき衛

星計画について TFコミュニティ全体での議論に先立ち、幹事会において緊急提案としてと

りまとめました。この緊急提言においては、平成 27年度の政府予算については、①先進光

学衛星のプロジェクト化、②次世代高性能マイクロ波ミッションの研究開発をご提案させ

ていただきます。詳細については別紙１のとおりです。 

なお、これらの提言の実現にあたって、研究から利用実証、さらには産業化までの社会

実証に際しては、TFコミュニティにおいてワンストップで政府の行う活動を支援させてい

ただくことが可能です。 
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*1「今後の宇宙開発体制のあり方に関するタスクフォース会合・リモートセンシング分科

会」コミュニティ 

 

ミッション：地球観測に関わる学問分野の断片化を防ぎ、その総合化をはかる 

   地球観測と社会とのインターフェースを担い、実用化への道筋をつける 

   官＋産＋学の協働により、問題解決ツールとして地球観測データ利用を推進する 

 

代表幹事： 安岡善文  

   幹事： 中島映至、六川修一 、中須賀真一、秋山演亮、 岩崎晃  

 

事務局： 日本リモートセンシング学会（渡辺、祖父江）  

  日本写真測量学会（本多、福田）  

  宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター（木村、金子）  

 

参加団体： 日本リモートセンシング学会、日本写真測量学会、日本海洋学会、日本地球

惑星科学連合、日本活断層学会、日本農業気象学会、日本気象学会、日本沙漠学会、日本

情報地質学会、日本雪氷学会、日本測地学会、日本大気化学学会、日本地理学会、日本地

震学会、計測自動制御学会、システム農学会、日本森林学会、水文・水資源学会、地球電

磁気・地球惑星圏学会、地理情報システム学会、地球観測データ利用ビジネスコミュニテ

ィ（BizEarth）  

 

連携団体： 日本航空宇宙工業会  

 

検討開始： 平成２４年１１月 ３日 、 設立： 平成２５年 ７月１３日  

開催状況： ＴＦ会合を 5回開催 （２０１２年１２月、２０１３年３月、２０１３年５

月、２０１３年７月、２０１４年３月） 

 

なお、本 TFコミュニティでは、我が国の地球観測の進め方について、コミュニティの視点

でのロードマップの検討を行うとともに、参加団体のホームページ、メーリングリスト、

機関紙などを通じて本緊急提言、活動内容などを広く公表し、国民のみなさまに情報発信

させていただく所存です。 

 

TFコミュニティ事務局 問合せ窓口：  

一般社団法人 日本リモートセンシング学会事務局（学会支援機構内） 

〒112-0012 東京都文京区大塚 5-3-13 小石川アーバン 4階 

TEL：03-5981-9337/FAX：03-5981-6012 
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第４回 今後の宇宙開発体制の在り方に関する 

「タスクフォース会合・リモートセンシング分科会（TF）」 

 

議事録（案） 報告用 

 

 

日時； 2013年 7月 13日 9:20-13:30  

場所： 東京大学工学部 11号館 1階講堂 

 

頭記件名に関し次第に従って会合を行い、以下の議事を得た。 

 

1. 開会あいさつ 東京大学 六川教授（ＴＦリモセン分科会発起人） 

日本として、将来５年、１０年考えたときに、これでよいのだろうか、これはこういう風にした方がよ

いのではないか、ならぬものはならぬと云い続けることが大事である。現状の状況を踏まえたときに、

どういう解が見えるかというご意見、効果等をお聞きしたい。 

 

2. これまでのＴＦリモセン分科会経緯説明： 祖父江ＲＳＳＪ企画担当理事（分科会事務局） 

（１）アジェンダ案の説明を実施。 

（２）本日は、12 学会の方々に参加して頂いている。この会は、基本的に前回も議論ありました

が、非公開とさせていただく。本日使っている資料も基本的には公開しないということとさせて

頂く。 

（３）ＴＦリモセン分科会＃３（幕張）のハイライトは次のとおり。今日、これ以降は、前回の議論を

フォローする形で議論させていただくつもりと説明。 

・ 科学研究ワーキンググループについては、日本地球惑星科学連動(JpGU)大気水圏科学

セクション・プレジデントである中島先生に世話役をお願いして、事務局を日本リモセン学

会、日本写真測量学会、JAXA/EORC が当面実施する。将来的には、このコミュニティは、

オープンなものにできればよいと考えている。 

・ 地球観測衛星データの成果のとりまとめ、配信を検討していく 

・ 実利用の試みの一つとして、北極海航路の連絡会を構築していく 

・ 衛星ミッションの方としては、広域高分解光学センサを搭載した衛星、GCOM-C の必要

性を議論、産業化においては、ICT 分野などとの連携及び国際競争に勝ち抜くための公

共財としてのデータポリシーの策定が必要であると考えている。 

 

3. 平成２６年度戦略室予算配分方針（リモセン関係）等について 宇宙戦略室 前原参事官 

（１）資料に基づき平成２６年度戦略室予算配分方針（リモセン関係）等について次の内容などを説

明された。 

jpgu
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¾ 平成２５年度予算としては、３２１８億程となっており、239 億円（？）ほど増加しているが、

増加分は、防衛省関係ということになっている。 

¾ ２４年度補正予算については、関係省庁において、ALOS-2、GCOM-C 等の予算が要

求されている。２５年度の予算も基本的には、同様であるが、３月の資料整理時に文科省

の ALOS-２と GOSATについては、記載しておりましたが、GCOM-C、他の DPR,CPR等

を明確に記述しておらず、誤解があるといけないので追記した。 

¾ 平成２６年度戦略的予算配分方針は、０６月０４日に内閣府宇宙戦略室にて作成されて

いる。重点化の方針は、大きく分けて４つあり、“宇宙利用拡大の視点”、“自律性確保の

視点”、“安全保障・防災の視点”、“経済成長の視点“が挙げられている。 

¾ 我が国が中心となり Dual use衛星を保有し連携運用を行う意義として、６点挙げられてい

る。 

z 我が国の海洋監視等の安全保障能力及び防衛・災害対策の強化 

z 海洋監視等での日米の強化 

z 官民連携による衛星開発・運用の効率化 

z 衛星データ利用・ソリューション産業の振興 

z 我が国宇宙システムの海外展開による宇宙産業基盤の維持・向上 

z ASEAN 諸国が保有する衛星との連携運用等による「ASEAN 防災ネットワーク

構築構想」への貢献 

 

4. コミュニティ設置について RSSJ祖父江 

(1) 資料に基づき、TF リモセン分科会によるコミュニティ設置について次の点などを説明。 

・基本計画のなかで、“利用コミュニティの形成を図ること”と決定されており、これは、産業だけでは

なく行政、大学等による衛星データ利用ための実証研究等を支援するとともにリモートセンシング

に係る利用コミュニティの形成を図るというふうに書かれているので、必ずしも産業振興の方向だけ

に進むという話ではないと思うが、議論をしていくうえでは、共通の土俵にたって、何を根拠にどう

いうふうに進めていくのかが大切。 

 

・All Japanとして、産学官が連携をして、社会課題解決、科学技術の高度化に対して、サイエンスと

してどういうふうに答えるのか議論をして、国の政策、あるいは民間の方から見れば、ビジネスに繋

げられる世の中にするコミュニティを作っていくことが必要であると提案させて頂いている。これをリ

モートセンシング学会、写真測量学会、JAXA/EORC、タスクフォースの事務局、先生方と議論して

実施していきたい。 

 

・地球科学研究高度化ワーキンググループを作り、JpGUの方で世話役をお願いする。 

・実利用はすべての分野を一度に実施するのは難しいため、北極圏情報利用システム連絡会を皮

切りに実施していく。また、BizEarth、SJAC等のビジネス団体にも声掛けする。 

jpgu
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５．地球観測衛星データ利用成果のとりまとめについて RSSJ祖父江 

(1) 資料に基づいて、次の点を説明。 

・関係学会の協業による日本の衛星を用いた科学技術成果・論文の整理、分類 

・実利用事例のオンライン紹介の整備についてのアイデア提案（wiki？） 

・衛星データ利用マニュアルの整備（RSSJ 国土防災研究会による災害時活用版ガイドラインＷＧ」

の活動が参考になる）http://rssj-kokudo.civil.ibaraki.ac.jp/ 

 

６．北極圏情報利用システム連絡会の状況について RSSJ渡辺 

(1) 資料に基づき、次の点を強調しつつ、説明があった。 

・文部科学省の COI（Center of Innovation）に六川先生の名前でアイデアを提示したが、公募説明

会にて同アイデアが公募趣旨にマッチしにくい感触を得たため、最終提案を見送ることとした。 

 

・JAXA受託業務（北極海航路開拓につながる衛星データの利用可能性調査）を RSSJが受託した

場合は、各機関より情報提供・ヒヤリング実施を行い、全体構想を纏める事とする。 

 

・本連絡会の趣旨は、「海洋」・「資源」・「環境」等、各機関での取組みを妨げることなく、今後情報

交換を実施し、総合力の確保に努めでいくとの説明が改めて有った。 

 

・また、北極圏に関して各学会の学術講演会等での特別セッション企画等の検討。 

 

・関係者に北極海関係の感心を持って貰うべく、産業界他に向けた出張説明会等を事務局が中

心となって、企画・実施していく。 

 

７． 全体のまとめ 

(1) 次の内容が参加者により合意された。 
・TF リモートセンシング分科会を母体とするコミュニティを発足させること 

・コミュニティとしては、幹事会、地球科学研究高度化ワーキンググループ、実利用連絡会を設置

すること。 

・地球科学研究高度化ワーキンググループは JpGU 大気水圏科学セクション プレジデントに世話

人をお願いすること。 

・実利用連絡会は、北極圏情報利用システム連絡会を設置すること。 

 

(2) 次の内容について事務局から参加学会・団体に照会することになった。 

・コミュニティと学会などとの間の連絡を行う担当者を設置してもらい、連絡をいただくこと。 

・「北極圏情報利用システム連絡会」への参加の検討を頂き、結果をご連絡頂くこと（７月末を目処

http://rssj-kokudo.civil.ibaraki.ac.jp/
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に） 

・成果事例集作成などのための協力をしていただくこと（9月末までにとりまとめ） 

 

３） 次回は、時期的に９月の平日夜を予定し、調整していく。 

 

4) 今後やっていくこととしては、次の内容を各学会などの団体に作業依頼をする、あるいは了解
を得ながら実施していくこととなった。 

・これまでの日本の地球観測衛星の科学研究利用・実利用の成果の取りまとめ 

（上記のための実利用例、高度科学研究利用の探索） 

・コミュニティの規約、事務局、分担（司会含む） 

 

8. 閉会あいさつ 山口 RSSJ会長(分科会事務局) 

・本日で、コミュニティが立ち上がったので良かったと思う。やることもいっぱいあり、引き続きご協力

頂きたい。 

データポリシーの件は重要なので、次回以降議論させて頂きたい。RSSJ の秋の学術講演会でも、

データポリシーの特別セッションを設ける予定である。台湾の中学、高校ではカリキュラムに GIS が

入っていて、無料の GIS ソフトで衛星データを扱っている。日本でもカリキュラムに入れるなど提案

できればと思っています。 

以上 
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